
「やってみたい！」「なんでかな？」は、子どもの成長の大きな第一歩！ 

夏休みが近づいてきました！１学期のまとめをバッチリやりきって気持ちよく夏休みをむかえましょう！ 

自分の追究したいテーマを決めて「わくわく学習」にとりくんでいる人がとても増えてきました。すばらしい！ 
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校長 山室和恵 

4年 小原つぐみさん 「トマトを長持ちさせる方法」 

（きっかけ）トマトを長持ちさせる方法をテレビで放送されてい

るのを見て不思議におもいはじめ調べたことがきっかけ。そし

て SDGｓにもつながるのかと考えたからです。 

（予想）トマトを長持ちさせるには向きが大切なところまでつき

とめました。（ トマトを長持ちさせる向きの図 ） 

 

 

 

 

 

（調べた結果） 

 ヘタを下にしておくでした。理由はヘタを上にしたままだと赤

い実のところがいたむので長持ちできません。一方ヘタを下に

しておくことで赤い実のところがいたまないので長持ちがしま

す。 

(ふりかえり)トマトをながもちさせることは初めはしりませんで

した。このことを家庭で活かしたいです。 

 

2年 弓戸ちなつさん「たまごりょうりだい３だん」 

（なぜやったのか）まえできなかったししらべていいのがあったからです。 

（つくりかた）スクランブルエッグ 

① たまごをわる。②牛にゅうをいれる。③しおこしょうもいれる。④まぜ

る。⑤フライパンの中にたまごをぜんぶいれる。⑥ポイント🌱ふわふ

わをのこす（火をとおしすぎない）⑦おさらにいれる。⑧ウインナーを

やく。⑨はしでコロコロする。⑩おさらにいれて・・・かんせい！ 

（かんそう）お姉ちゃんに食べてもらったら「おいしい。ありがとう。」と言わ

れてうれしかったです。お母さんとお父さんも「めっちゃおいしい。」と言っ

てくれてうれしかったです。 

 

 

ヘタを下にする 
ヘタを上にする 

弓戸さんはたまごりょうりにき

ょうみをもって、たまごをつか

ったりょうりにチャレンジしてい

ます。まとめ方もいつもていね

いでじょうずです。 

小原さんは「不思議だな」と

思ったことをそのままにせず

調べています。絵があることで

納得感があがりますね。 


